
　生ごみは、家庭から出される可燃ごみの約５割を占め、その生ごみの約４分の１

がいわゆる「食品ロス」となっています（平成25年度青森県実施生ごみ組成調

査）。一工夫して生ごみや食品ロスを減らしましょう。

　生ごみや食品ロスを削減するためのポイントは、３つの「きる」にあります。

　買い物前に冷蔵庫の中身などをチェックし、買い物メモを作ってから出かけると、

不必要な買い物を控えることができます。

　また、野菜などを切る時、できるだけ捨てる部分を少なくする一工夫が大切です。

３つの「きる」で生ごみを減量しよう！

１つめの「きる」　食材は使いきる

　作りすぎてしまわないように料理は適量作るよう心がけましょう。

　また、作った料理はできるだけ残さずおいしく食べるようにし、残ったものは少

しアレンジして違う料理にすると食べきることができます。

もったいない・あおもり県民運動
キャラクター「エッコー」

もったいない・あおもり県民運動
キャラクター「エッコー」

２つめの「きる」　作った料理は食べきる

３つめの「きる」　ごみに出すときは水気をきる

　生ごみの重さのうち約８割は水分となっています。きちんと水気をしぼってから

ごみに出せば、ごみの重量を減らせるだけでなく、生ごみを燃やす際のエネルギ

ーも節約できます。水切りネットや水気をしぼるための器具を活用しましょう。

　よけいな水分を含ませないように、生ごみには水がかからないようにしましょう。

燃やせないごみの出し方

■指定袋に入れて出します
●地区名と世帯主名を記入してください。（記入もれは収集しません）

●必ず口をしばり、片手で持てる程度で出してください。

●灰は土のう袋に入れて地区名と世帯主名を記入してください。

（野焼きした灰は収集しません。廃棄物処理法で野焼きは禁じられています。）

■木や紙、布の部分は、分解してできるだけ燃やせるごみとして出してく
ださい。

■指定袋に入らないものは自己搬入をお願いします
●指定袋に入らないものは、一般廃棄物最終処分場へ自己搬入してください。

　（P14参照）

　全　地　区　　つがる市一般廃棄物最終処分場　　℡45－3086

■危険のないように出してください
●包丁やナイフ等の刃物はビニールテープで包んで出してください。

●割れたガラスやセトモノは危険ですので、少量の場合は新聞紙等に包み、指定

袋に「割れもの」と記入して、「燃やせないごみ」の日に出してください。大
量の場合は、段ボール箱などに「割れもの」と記入し、地区名・世帯主名を書
いて出してください。

●電池や灯油等の燃料は必ず抜き取ってください。

■燃やせないごみの例
●歯ブラシ　　●バケツ
●洗面器　　　●ゴム長靴　
●割れガラス　●かさ
●アルミホイル（調理用）
●なべ　　　　●やかん
●使い捨てライター
●おもちゃ　　●金属キャップ　
●灰（ストーブから出た灰に限り
ます。土のう袋に入れて出して
ください。）
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